
（別紙３）

～ 2025年　1月　17日

（対象者数） 35 （回答者数） 27

～ 2024年　12月　27日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

更に専門性の高い作業療法士の育成のため、研修に積極的に

参加させる。そのために、研修費の補助や代休の取得などの

体制整備を強化する。

2

技術研鑽のため、定期的な更新研修の受講を継続する。

3

職員の専門性をさらに向上させ、随時保護者へ活動の意味合

いや目的、支援の方法などを伝えていく。

保護者からの質問や疑問、子育てに関する困り感などの相談

については多職種で検討し、より良い対応方法を探り回答す

る。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

言語面も保育士や作業療法士がこれまでの取り組みを元に

フォローしていく。また、言語発達には遊びや人との関わ

り、身体・感覚機能がベースにあると捉え、その発達を促し

ていく。

2

キャンセル待ちなどを有効に利用していただけるよう周知す

る。

3

変化を見るための活動設定は必要なので継続するが、似たよ

うな感覚運動経験を別の活動でも取り入れられないか、常に

検討する。

○事業所名 つばめ療育館吉田分館

○保護者評価実施期間
2024年　12月　2日

○保護者評価有効回答数

2024年　12月　9日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2024年　12月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

プログラムが固定化されやすい。 身体調和支援、運動（感覚統合）、課題の3つの柱で支援が構

成されていることや、変化を確認するために活動が平板化して

いる可能性がある。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

言語面を専門的に支援できる職員が不在となったこと。 言語聴覚士が産休・育休に入ったことによる。

開始時間に遅れる場合、支援時間が短くなるなどの状況があ

る。

1時間単位の支援のため、開始時間に遅れてしまっても延長す

ることが難しく、1回の支援時間が短くなる。

発達支援コンサルタント（保健師）が月1回ご利用児の個別面

談のために来館していること。

常勤の作業療法士がいること。

利用前には、発達支援コンサルタントまたは作業療法士による

身体評価を反映させる児童発達支援計画を作成している。

身体調和支援を取り入れて支援していること。 発達支援コンサルタント主催の専門研修は順次受講し、修了者

は再受講を行っている。

親子通所であること。 ご利用児本人への支援はもちろんのこと、家庭でも療育的な関

わりや視点を持っていただけるよう、保護者への働き掛けにも

重きを置いて支援している。

事業所における自己評価総括表公表


